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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 14,180 △9.5 △2 － 26 △94.9 2 △99.3

2021年３月期第３四半期 15,666 6.7 494 － 522 － 417 －

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 5百万円（△98.9％） 2021年３月期第３四半期 448百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 0.39 －

2021年３月期第３四半期 57.29 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 13,499 3,381 25.0

2021年３月期 14,762 3,375 22.9

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 3,379百万円 2021年３月期 3,374百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 0.00 0.00

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適
用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっておりま
す。

（２）連結財政状態

(注)「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期首から適
用しており、2022年３月期第３四半期に係る各数値については、当該会計基準等を適用した後の数値となっておりま
す。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,800 △10.0 0 － 20 △97.0 △200 － △27.46

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 7,400,000株 2021年３月期 7,400,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 116,606株 2021年３月期 116,606株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 7,283,394株 2021年３月期３Ｑ 7,283,394株

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無
(注)詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（会計方針の変更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の条件に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績

予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項につきましては、添付資料２ページ「１．当四半

期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

  四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発出やま

ん延防止等重点措置の適用により、厳しい状況で推移しました。ワクチン接種が進み、段階的に経済活動を再開して

いく動きがありましたが、新たな変異株の発生によって、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループを取り巻く事業環境は、動画や音楽配信、スマートフォン等による時間消費の多様化の影響を受けて

おります。このような経営環境のもと、当社グループは新本と古本を併売するハイブリッド型書店を核として、顧客

のニーズにあわせて様々な販売部門やサービス部門を併設した店舗を「ブックバラエティストア」として展開を進め

ております。

当第３四半期連結累計期間においては、４月にシャオ西尾店（愛知県西尾市）、５月に菰野店（三重県三重郡菰野

町）、７月に「スマートなお買い物」ができる新しいカタチの店として「スマ本屋」という新たな屋号で名鉄神宮前

店（名古屋市熱田区）を開店しました。一方で、９月に１店舗を閉店したことから、当第３四半期連結会計期間末時

点で店舗数は76店舗３校となりました。また、６月にシャオ西尾店（愛知県西尾市）に「スポーツクラブアクトス

Will_G（ウィルジー）」を導入しましたが、８月に１店舗で撤退したことから、フィットネス導入店舗は10店舗とな

りました。その他、中古トレカの導入とともにデュエルスペースを備えた大型トレカショップをトレカ館として４店

舗でオープンしたことから、トレカ館導入店舗は５店舗となりました。さらに、新たな屋号である「スマ本屋」の２

店舗目として、三洋堂書店本新店を「スマ本屋三洋堂本新店」（愛知県豊田市）として12月にリニューアルオープン

いたしました。

オペレーション面では、前年度に引き続き物販・レンタルを同時に取扱い可能な統合セルフレジを11店舗に導入

し、セルフレジ導入店舗は70店舗となりました。また、新型コロナウイルス感染症による市場の変化に対応するた

め、営業時間の変更を11店舗で実施しました。

主要な部門の売上高は、書店部門93億14百万円、文具・雑貨・食品部門13億97百万円、セルＡＶ部門７億８百万

円、ＴＶゲーム部門６億82百万円、古本部門５億17百万円、レンタル部門11億41百万円、新規事業部門２億８百万

円、サービス販売部門２億７百万円となりました。

増収部門としては、ＴＶゲーム部門が11.8％増、新規事業部門が10.3％増となりました。

減収部門としては、書店部門が9.8％減、文具・雑貨・食品部門が9.6％減、セルＡＶ部門が15.2％減、古本部門が

4.0％減、レンタル部門が18.6％減、サービス販売部門が2.4％減となるなど、前期の巣ごもり需要の反動などから、

大変厳しい状況となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高141億80百万円（前年同四半期比9.5％減）、営業損失２

百万円（前年同四半期は営業利益４億94百万円）、経常利益26百万円（前年同四半期比94.9％減）、親会社株主に帰

属する四半期純利益２百万円（前年同四半期比99.3％減）となりました。

なお、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しております。詳細については、「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関

する注記事項（会計方針の変更）」をご参照ください。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は134億99百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億63百万円減少

いたしました。これは主に、現金及び預金の減少などにより流動資産が12億７百万円減少したこと、建物及び構築物

の減価償却などにより固定資産が56百万円減少したことによるものであります。

負債につきましては101億18百万円となり、前連結会計年度末に比べ12億68百万円減少いたしました。これは主

に、買掛金、電子記録債務、及び未払法人税等が減少したことなどから流動負債が９億66百万円減少したこと、長期

借入金の返済が進んだことなどから固定負債が３億１百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては33億81百万円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益２百万円を計上したことなどから

前連結会計年度末に比べ５百万円増加いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期通期（2021年４月１日～2022年３月31日）の連結業績予想を修正しております。詳細につきまして

は、本日発表の「2022年３月期　通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,819,613 2,188,513

売掛金 289,843 379,341

商品 5,425,549 5,584,454

その他 262,055 437,724

流動資産合計 9,797,061 8,590,032

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,113,110 1,082,376

土地 2,082,910 2,082,910

その他（純額） 357,342 340,103

有形固定資産合計 3,553,364 3,505,390

無形固定資産 138,758 144,932

投資その他の資産 1,273,558 1,259,332

固定資産合計 4,965,681 4,909,655

資産合計 14,762,742 13,499,688

負債の部

流動負債

買掛金 4,209,670 3,823,368

電子記録債務 2,892,686 2,700,169

１年内返済予定の長期借入金 485,456 436,840

未払法人税等 149,516 1,955

契約負債 － 74,311

賞与引当金 49,004 21,789

ポイント引当金 98,370 11,626

資産除去債務 13,859 －

その他 461,863 324,125

流動負債合計 8,360,426 7,394,186

固定負債

長期借入金 1,946,386 1,627,110

退職給付に係る負債 319,034 326,344

資産除去債務 607,266 620,037

繰延税金負債 73,926 74,422

その他 79,708 76,568

固定負債合計 3,026,322 2,724,483

負債合計 11,386,748 10,118,669

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,986,000 1,986,000

資本剰余金 1,139,163 1,139,163

利益剰余金 215,317 218,137

自己株式 △100,520 △100,520

株主資本合計 3,239,960 3,242,780

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 107,708 113,222

退職給付に係る調整累計額 26,344 23,572

その他の包括利益累計額合計 134,053 136,795

非支配株主持分 1,981 1,443

純資産合計 3,375,994 3,381,019

負債純資産合計 14,762,742 13,499,688
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 15,666,551 14,180,817

売上原価 10,851,660 9,946,241

売上総利益 4,814,891 4,234,576

販売費及び一般管理費 4,320,809 4,237,071

営業利益又は営業損失（△） 494,082 △2,495

営業外収益

受取利息 1,312 941

受取配当金 4,302 4,729

受取保険金 2,512 2,309

リサイクル収入 7,488 9,038

補助金収入 8,835 2,875

その他 15,241 18,723

営業外収益合計 39,693 38,617

営業外費用

支払利息 11,042 8,881

その他 572 590

営業外費用合計 11,614 9,471

経常利益 522,160 26,650

特別利益

固定資産売却益 22,308 783

投資有価証券売却益 323 104

受取補償金 10,000 －

特別利益合計 32,632 887

特別損失

固定資産除却損 0 44

差入保証金解約損 5,162 18,800

特別損失合計 5,162 18,844

税金等調整前四半期純利益 549,630 8,693

法人税、住民税及び事業税 125,967 8,346

法人税等調整額 2,786 △1,935

法人税等合計 128,754 6,410

四半期純利益 420,876 2,282

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
3,586 △537

親会社株主に帰属する四半期純利益 417,289 2,820

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 420,876 2,282

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 23,958 5,513

退職給付に係る調整額 3,262 △2,771

その他の包括利益合計 27,220 2,741

四半期包括利益 448,097 5,024

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 444,510 5,562

非支配株主に係る四半期包括利益 3,586 △537

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。これによる

主な変更点は以下のとおりです。

（１）消化仕入取引

顧客への商品の販売と同時に取引先より商品を仕入れる、いわゆる消化仕入取引について、従来は、顧客から

受け取る対価の総額を収益として認識していましたが、顧客への財又はサービスの提供における当社グループの

役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から仕入先に支払う額を控除した純額で収益を認

識する方法に変更しております。

（２）ポイント制度

販売時に自社ポイントを付与するサービスの提供について、従来は販売時に収益を認識しておりましたが、付

与したポイントを履行義務として識別し、将来の失効見込み等を考慮して履行義務に配分した取引価格を契約負

債として収益から控除して繰り延べ、顧客のポイント利用に従い収益を認識する方法に変更しております。ま

た、販売時に他社ポイントを付与するサービスの提供については、従来、販売時に収益を認識しておりました

が、付与したポイントに係る他社への支払額を控除して収益を認識する方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は68,338千円、売上原価は38,119千円、販売費及び一般管理費

は28,320千円減少しておりますが、営業損失、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であ

ります。また、利益剰余金の当期首残高に与える影響はありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動負債」に表示してい

た「ポイント引当金」の一部は、第１四半期連結会計期間より「契約負債」に含めて表示することといたしまし

た。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方

法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える

影響はありません。

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症拡大に伴う会計上の見積りについて）

前連結会計年度の有価証券報告書の追加情報に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮定に

ついて、重要な変更はありません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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